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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 28,919 7.2 1,318 558.8 1,674 114.2 927 74.4

22年３月期第１四半期 26,977 △11.2 200 △61.6 782 △8.3 531 4.8

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 15.33 ─

22年３月期第１四半期 8.79 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 87,280 35,668 40.1 577.75

22年３月期 86,199 35,974 41.1 585.76

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 34,965百万円 22年３月期 35,450百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ─ 6.00 ─ 6.00 12.00

23年３月期 ─

23年３月期(予想) 6.00 ─ 6.00 12.00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 58,000 2.8 2,200 67.9 2,500 27.9 1,400 32.4 23.13

通期 118,000 3.8 4,800 35.5 5,500 16.0 3,300 6.8 54.53



 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に

係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しており

ません。 

  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能

性があります。なお、業績予想に関する事項は、【添付資料】４ページ「（３）連結業績予想に関す

る定性的情報」をご覧下さい。 

4. その他（詳細は【添付資料】４ページ「２. その他の情報」をご覧下さい。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  ─ 社 (  ─  )、除外 ─ 社 (  ─  )

(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特例子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 62,601,161株 22年３月期 62,601,161株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 2,080,408株 22年３月期 2,079,771株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 60,521,043株 22年３月期１Ｑ 60,523,980株

 ※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

 ※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期連結会計期間の世界経済は、各国の経済対策の効果もあって、好調なアジアを中心に

緩やかに回復しているものの、欧米では失業率が高水準で推移するなど、深刻な状況が続きました。

日本経済は、輸出の増加や企業収益の改善などで持ち直してきているものの、デフレ基調が継続する

など依然として厳しい状況で推移しました。 

このような状況の中で、当社グループはコア事業である印刷インキ事業において、アジアを中心と

した各拠点での拡販に注力し、環境配慮型製品の開発やコスト削減を図りました。また、機能性材料

分野では、昨年に組織再編を行ったインクジェットインキをはじめとして、トナー、カラーフィルタ

ー用顔料分散液、機能性コーティング剤の開発・拡販に取り組みました。 

売上高は、アジアをはじめとする各地域で印刷インキの拡販が進み、機能性材料の販売も好調であ

ったことから、289億１千９百万円（前年同期比7.2％増加）となりました。 

利益面では、印刷インキの販売数量の増加に加え、貸倒費用が減少したことなどから、営業利益は

13億１千８百万円（前年同期比558.8％増加）、経常利益は16億７千４百万円（前年同期比114.2％増

加）、四半期純利益は９億２千７百万円（前年同期比74.4％増加）となりました。 
  

セグメントの業績を示すと、次の通りであります。 
  

 
(※)実質増減率：海外連結子会社の為替換算の影響を除いた増減率 

  

（セグメント区分の変更について） 

当第１四半期より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」を適用しており、セグメン

トの区分を従来から変更しております。新セグメントの詳細につきましては、９ページの

「（５）セグメント情報等」に記載しております。なお、前期の数値につきましては、新セグメ

ントの区分に組み替えて表示しております。 
  

①印刷インキ・機材（日本） 

印刷情報関連では、メディアの多様化や広告の低迷により需要が減少する傾向にある中、新聞

インキはやや低調であったものの、オフセットインキは販売体制の強化により拡販が進みまし

た。パッケージ関連では、天候不順による影響を受けて、フレキソインキはやや低調に推移しま

したが、グラビアインキは食品関連の需要が底堅く堅調に推移しました。機材につきましては、

印刷製版用材料、印刷製版関連機器ともに前年同期並みに推移しました。これらの結果、売上高

は149億９百万円（前年同期比2.8％増加）となりました。 

１. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(１) 連結経営成績に関する定性的情報

(単位：百万円)

売上高 営業利益又は営業損失（△）

前期 当期 増減額 増減率 (※)実質 前期 当期 増減額

印刷インキ・ 
機材（日本）

14,498 14,909 410 2.8％ 2.8％ 487 923 435

印刷インキ 
（アジア）

2,570 3,256 686 26.7％ 29.5％ 189 158 △ 31

印刷インキ 
（北米）

6,259 6,468 208 3.3％ 8.2％ △ 74 89 163

印刷インキ 
（欧州）

1,160 1,345 185 16.0％ 14.1％ △ 41 44 85

機能性材料 1,197 1,538 340 28.5％ 31.4％ △ 311 86 398

その他 2,560 2,726 165 6.5％ 6.5％ △ 47 △ 6 41

調整額 △ 1,270 △ 1,325 △ 55 ― ─ △ 1 23 25

合計 26,977 28,919 1,941 7.2％ 8.7％ 200 1,318 1,118
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利益面では、貸倒費用の減少やコスト削減が進んだことなどから、営業利益は９億２千３百万

円（前年同期比89.5％増加）となりました。 
  

②印刷インキ（アジア） 

オフセットインキは、インドで拡販が進みました。主力のパッケージ関連では、グラビアイン

キがインド、インドネシア、ベトナムで好調に推移しました。これらの結果、売上高は32億５千

６百万円（前年同期比26.7％増加）となりました。 

利益面では、販売数量が増加したものの、インドにおける新工場の償却費などのコスト増加に

加え、前年はインドネシアにおいて為替変動（対ドルでルピア安）に伴う一時的な利益が計上さ

れたことが減益要因となり、営業利益は１億５千８百万円（前年同期比16.6％減少）となりまし

た。 
  

③印刷インキ（北米） 

オフセットインキは拡販を進めたものの、メディアの多様化による需要減の影響を受けて低調

に推移しました。主力のパッケージ関連では、メタルインキは低調に推移しましたが、フレキソ

インキは需要が持ち直してきました。これらの結果、売上高は64億６千８百万円（前年同期比

3.3％増加）となりました。 

利益面では、フレキソインキを中心に販売数量が増加したことにより、８千９百万円の営業利

益（前年同期は７千４百万円の営業損失）となりました。 
  

④印刷インキ（欧州） 

オフセットインキは市場の縮小や景気低迷に伴う価格競争により、低調に推移しました。主力

のパッケージ関連では、メタルインキ、グラビアインキの需要が持ち直してきました。これらの

結果、売上高は13億４千５百万円（前年同期比16.0％増加）となりました。 

利益面では、販売数量の増加に加え、スペインの本社工場（グラビアインキ）の稼働による原

価低減もあり、４千４百万円の営業利益（前年同期は４千１百万円の営業損失）となりました。 
  

⑤機能性材料 

デジタル印刷分野では、トナー、インクジェットインキともに比較的好調に推移しました。画

像表示材料分野では、カラーフィルター用顔料分散液が好調に推移しました。これらの結果、売

上高は15億３千８百万円（前年同期比28.5％増加）となりました。 

利益面では、売上高の増加に加え、貸倒費用などのコストが減少したことから、８千６百万円

の営業利益（前年同期は３億１千１百万円の営業損失）となりました。 
  

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、時価評価により投資有価証券が減少したものの、売

上債権やたな卸資産が増加したことなどにより、前連結会計年度末比10億８千１百万円（1.3％）

増加の872億８千万円となりました。 

負債は、買掛金や借入金が増加したことなどにより、前連結会計年度末比13億８千７百万円

（2.8％）増加の516億１千２百万円となりました。 

純資産は、期末配当の実施や評価・換算差額等の減少などにより、前連結会計年度末比３億６

百万円（0.9％）減少の356億６千８百万円となりました。 
  

当第１四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況は次の通りであります。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権やたな卸資産が増加したことに加え、法人税

等の支払があったものの、税金等調整前四半期純利益、仕入債務の増加及び減価償却費などによ

り、２億５千２百万円の資金の増加となり、前年同四半期連結会計期間に比べ２億１千万円の減

少となりました。 

(２) 連結財政状態に関する定性的情報

①資産、負債及び純資産の状況

②キャッシュ・フローの状況
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投資活動によるキャッシュ・フローは、スペイン、北米などでの有形固定資産の取得などによ

り、７億２千１百万円の資金の減少となり、前年同四半期連結会計期間に比べ１千万円の増加と

なりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の増加などにより、11億７千７百万円の資金の

増加となり、前年同四半期連結会計期間に比べ15億８千６百万円の増加となりました。 

以上の結果、当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の期末残高は38億３千１

百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億１千４百万円の増加となりました。 
  

当社グループのコア事業である印刷インキ事業は、メディアの多様化などにより印刷物の需要が減

少する傾向にありますが、当社が強みを持つパッケージ関連の印刷物の需要は着実に増加していくも

のと予想されます。業績予想につきましては、平成22年５月12日に公表いたしました当初予想から変

更はございません。  
    

該当事項はありません。 
  

(簡便な会計処理) 

繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合については、前連結会計年度決算におい

て使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用しております。 

また、前連結会計年度末以降に経営環境等、または、一時差異等の発生状況に著しい変化が認

められた場合については、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プ

ランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用しております。 
  

資産除去債務に関する会計基準の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平

成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

21号 平成20年３月31日）を適用しております。 

これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ２百万円、税金等調整前四半期純利益は88百万

円減少しております。 
  

(３) 連結業績予想に関する定性的情報

２. その他の情報

(１) 重要な子会社の異動の概要

(２) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(３) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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３． 四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,843 3,129

受取手形及び売掛金 33,973 32,958

商品及び製品 5,906 5,422

仕掛品 713 707

原材料及び貯蔵品 3,497 3,253

その他 2,143 2,150

貸倒引当金 △479 △429

流動資産合計 49,599 47,192

固定資産   

有形固定資産 20,338 20,607

無形固定資産   

のれん 736 841

その他 1,454 1,518

無形固定資産合計 2,191 2,360

投資その他の資産   

投資有価証券 12,600 13,700

その他 3,779 3,599

貸倒引当金 △1,227 △1,261

投資その他の資産合計 15,151 16,038

固定資産合計 37,681 39,006

資産合計 87,280 86,199

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 19,145 18,081

短期借入金 8,625 6,835

1年内返済予定の長期借入金 2,041 2,826

未払費用 3,498 2,603

未払法人税等 685 1,573

賞与引当金 495 1,015

その他 1,719 2,121

流動負債合計 36,211 35,058

固定負債   

長期借入金 11,671 11,033

退職給付引当金 2,525 2,504

資産除去債務 69 －

その他 1,133 1,627

固定負債合計 15,400 15,165

負債合計 51,612 50,224
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,472 7,472

資本剰余金 5,870 6,102

利益剰余金 28,566 28,031

自己株式 △636 △636

株主資本合計 41,272 40,970

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 948 1,675

繰延ヘッジ損益 6 △0

為替換算調整勘定 △7,263 △7,195

評価・換算差額等合計 △6,307 △5,519

少数株主持分 703 523

純資産合計 35,668 35,974

負債純資産合計 87,280 86,199
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（２）四半期連結損益計算書 
 （第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成22年６月30日) 

売上高 26,977 28,919

売上原価 21,056 22,128

売上総利益 5,920 6,790

販売費及び一般管理費 5,720 5,471

営業利益 200 1,318

営業外収益   

受取利息 35 40

受取配当金 96 111

持分法による投資利益 405 196

その他 247 150

営業外収益合計 785 498

営業外費用   

支払利息 125 105

為替差損 60 31

その他 17 6

営業外費用合計 203 142

経常利益 782 1,674

特別利益   

受取保険金 86 －

特別利益合計 86 －

特別損失   

投資有価証券評価損 37 84

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 86

特別損失合計 37 170

税金等調整前四半期純利益 830 1,503

法人税、住民税及び事業税 433 810

法人税等調整額 △131 △246

法人税等合計 301 563

少数株主損益調整前四半期純利益 － 940

少数株主利益又は少数株主損失（△） △2 12

四半期純利益 531 927
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 830 1,503

減価償却費 615 615

のれん償却額 87 82

貸倒引当金の増減額（△は減少） 167 18

退職給付引当金の増減額（△は減少） △41 19

賞与引当金の増減額（△は減少） △304 △520

投資有価証券評価損益（△は益） 37 84

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 86

受取利息及び受取配当金 △132 △151

支払利息 125 105

持分法による投資損益（△は益） △405 △196

受取保険金 △86 －

売上債権の増減額（△は増加） 214 △1,001

たな卸資産の増減額（△は増加） 31 △715

仕入債務の増減額（△は減少） △1,192 1,033

その他 615 732

小計 563 1,696

利息及び配当金の受取額 135 169

利息の支払額 △125 △104

法人税等の支払額 △197 △1,600

保険金の受取額 86 92

営業活動によるキャッシュ・フロー 462 252

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △411 △536

有形固定資産の売却による収入 3 3

投資有価証券の取得による支出 △110 △3

貸付けによる支出 △151 △286

貸付金の回収による収入 98 95

その他 △161 5

投資活動によるキャッシュ・フロー △732 △721

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 324 1,760

長期借入れによる収入 500 900

長期借入金の返済による支出 △867 △1,010

配当金の支払額 △363 △363

少数株主への配当金の支払額 － △87

その他 △2 △21

財務活動によるキャッシュ・フロー △409 1,177

現金及び現金同等物に係る換算差額 76 6

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △602 714

現金及び現金同等物の期首残高 3,673 3,116

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

23 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,094 3,831
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該当事項はありません。 
  

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、当

社取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。当社グループは、主に印刷インキを生産・販売しており、国内においては当社の複数の事業部が、海

外においてはアジア、北米、欧州の各地域を複数の現地法人がそれぞれ担当しております。現地法人はそれぞれ

独立した経営単位であり、所在国においてその周辺地域を含む包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しており

ます。なお、国内では印刷インキのほか、印刷用機材を仕入・販売しております。 

また、印刷インキ事業で培われた顔料分散等の基盤技術を応用・拡大したインクジェットインキ、トナー、顔

料分散液等の機能性材料について、独立した事業セグメントを複数構成し、当社が中心となってグループ全体で

収益基盤の拡大に注力しております。 

したがって、当社グループは、コア事業である印刷インキ事業については、生産・販売体制を基礎とした地域

別のセグメントから構成されており、「印刷インキ・機材(日本)」、「印刷インキ(アジア)」、「印刷インキ(北

米)」及び「印刷インキ(欧州)」の４つを報告セグメントとしております。また、グループ全体で事業拡大を進め

ている「機能性材料」についても報告セグメントとし、合計５つを報告セグメントとしております。 

   

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 
（単位：百万円） 

 
(注) １  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、日本における化成品事業、ディスプレイサービ

ス事業及び色彩関連機器事業等を含んでおります。 

２  セグメント利益又は損失(△)の調整額23百万円には、セグメント間取引消去76百万円、各報告セグメントに配分していない

全社費用△52百万円が含まれております。全社費用は、主に関係会社に対する役務提供費用であります。 

３  セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
  

(４) 継続企業の前提に関する注記

(５) セグメント情報等

 【セグメント情報】

報告セグメント 主要な製品及び商品

印刷インキ・機材(日本)
新聞インキ、オフセットインキ、フレキソインキ、グラビアインキ、印刷製版用材料、 

印刷製版関連機器

印刷インキ(アジア) 新聞インキ、オフセットインキ、メタルインキ、フレキソインキ、グラビアインキ

印刷インキ(北米) オフセットインキ、メタルインキ、フレキソインキ、グラビアインキ

印刷インキ(欧州) オフセットインキ、メタルインキ、フレキソインキ、グラビアインキ

機能性材料 インクジェットインキ、トナー、カラーフィルター用顔料分散液、機能性コーティング剤

報告セグメント

その他 

(注)１
合計

調整額 

(注)２

四半期 

連結損益 

計算書 

計上額 

(注)３

印刷 

インキ 

・機材 

（日本）

印刷 

インキ 

（アジア）

印刷 

インキ 

（北米）

印刷 

インキ 

（欧州）

機能性 

材料
計

売上高

外部顧客への 

売上高
14,902 3,256 6,198 1,345 1,512 27,214 1,705 28,919 ― 28,919

セグメント間 

の内部売上高 

又は振替高

7 0 269 ─ 26 304 1,020 1,325 △1,325 ―

計 14,909 3,256 6,468 1,345 1,538 27,518 2,726 30,245 △1,325 28,919

セグメント利益 

又は損失(△)
923 158 89 44 86 1,301 △6 1,294 23 1,318
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

当第１四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失の認識、のれんの金額の重要な変動及び

重要な負ののれん発生益の認識はありません。 
  

(追加情報) 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号  平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号  平

成20年３月21日）を適用しております。 
  

(参考) 

前第１四半期連結累計期間の事業の種類別セグメント情報の事業区分を、新セグメントに組み替えると、以下

の通りとなります。 
  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 
（単位：百万円） 

 
  

該当事項はありません。 

報告セグメント

その他 合計 調整額

四半期 

連結損益 

計算書 

計上額

印刷 

インキ 

・機材 

(日本)

印刷 

インキ 

(アジア)

印刷 

インキ 

(北米)

印刷 

インキ 

(欧州)

機能性 

材料
計

売上高

外部顧客への 

売上高
14,493 2,570 5,974 1,160 1,168 25,367 1,609 26,977 ― 26,977

セグメント間 

の内部売上高 

又は振替高

5 ─ 284 ─ 29 319 950 1,270 △1,270 ―

計 14,498 2,570 6,259 1,160 1,197 25,687 2,560 28,247 △1,270 26,977

セグメント利益 

又は損失(△)
487 189 △74 △41 △311 248 △47 201 △1 200

(６) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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